
冒
頭
、
権
田
執
行
委
員

長
か
ら
「
定
期
大
会
ま
で

の
間
に
は
職
場
要
求
を
始

め
、
独
法
化
問
題
な
ど
大

き
な
課
題
が
あ
る
。
組
合

員
の
皆
さ
ん
の
力
を
結
集

し
て
取
り
組
ん
で
行
き
た

い
。
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。

続
い
て
、
上
田
副
執
行

委
員
長
か
ら
２
月
以
降
の

活
動
報
告
、
安
藤
書
記
長

か
ら
今
後
の
取
り
組
み
、

権
田
執
行
委
員
長
か
ら
補

助
機
関
設
立
の
提
案
な
ど

が
さ
れ
ま
し
た
。

太
田
委
員
（
城
山
）

独
立
行
政
法
人
が
良
い

と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
す

べ
て
の
公
立
病
院
が
独
立

行
政
法
人
化
し
て
い
る
。

し
か
し
、
全
部
が
な
っ
て

い
な
い
の
は
、
何
か
問
題

が
あ
る
か
ら
と
思
う
。
独

法
化
へ
の
反
対
よ
り
も
労

働
条
件
闘
争
を
し
た
ほ
う

が
良
い
と
の
こ
と
で
あ
る

が
、
最
初
か
ら
独
立
行
政

法
人
が
良
い
と
い
う
の
は

違
う
の
で
は
な
い
か
。

独
法
化
の
問
題
を
挙
げ

て
、
反
対
の
声
を
上
げ
て

い
く
の
も
一
つ
で
は
な
い

か
。

（
答
弁
）

現
在
、
情
報
が
少
な
く
、

賛
成
も
反
対
も
で
き
な
い
。

今
後
は
情
報
収
集
を
行
い
、

独
法
化
の
問
題
点
を
知
り
、

そ
の
上
で
反
対
を
し
て
い

き
た
い
。

垣
内
委
員
（
小
児
）

４
月
・
５
月
激
務
の
病

棟
で
は
、
病
院
事
業
庁
の

指
導
が
あ
り
ま
し
た
が
、

改
善
で
き
て
い
な
い
。

夏
休
み
に
向
か
っ
て
患

者
数
が
増
加
す
る
状
況
で
、

病
棟
の
看
護
師
が
つ
ぶ
れ

て
い
く
の
が
目
に
見
え
て

い
る
。
改
善
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

（
答
弁
）

ま
ず
は
、
分
会
と
所
属

で
交
渉
を
行
っ
て
、
要
求

を
訴
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

交
渉
時
に
は
、
本
部
役
員

も
参
加
す
る
の
で
、
大
変

か
も
し
れ
な
い
が
、
ま
ず

は
分
会
で
対
応
を
お
願
い

し
た
い
。

（
次
ペ
ー
ジ
へ
）
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６
月
18
日
、
ア
イ
リ
ス
愛
知
に
お
い
て
、

第
17
回
中
央
委
員
会
を
開
催
（
定
数
25
名
、

出
席
19
名
、
委
任
状
提
出
６
名
、
欠
席
０
名
）

し
ま
し
た
。

中
央
委
員
会
は
、
２
月
以
降
こ
れ
ま
で
の

活
動
報
告
と
、
定
期
大
会
（
11
月
）
ま
で
の

運
動
方
針
、
病
院
組
合
の
補
助
機
関
（
青
年

部
、
女
性
部
、
現
業
）
の
設
立
に
つ
い
て
提

起
し
、
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
職
場
要
求
を
中
心
と
し
た
取
り
組

み
が
本
格
的
に
始
ま
り
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト

な
ど
、
組
合
員
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

６
月
18
日
、
ア
イ
リ
ス

愛
知
に
お
い
て
、
県
職
連

合
中
央
委
員
会
が
開
催
さ

れ
、
病
院
組
合
か
ら
12
名

の
中
央
委
員
全
員
が
出
席

し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
活
動
報
告

と
11
月
ま
で
の
文
化
・
レ

ク
、
青
年
部
・
女
性
部
・

現
評
な
ど
の
取
り
組
み
が

提
起
さ
れ
、
満
場
一
致
で

採
択
さ
れ
ま
し
た
。



（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）

垣
内
委
員
（
小
児
）

愛
知
学
園
の
入
所
者
の

女
児
が
小
児
に
入
院
し
、

職
員
が
噛
み
つ
か
れ
ケ
ガ

を
し
た
。
危
険
と
隣
り
合

わ
せ
で
あ
る
た
め
、
危
険

手
当
を
是
非
お
願
い
し
た

い
。

（
答
弁
）

病
院
事
業
庁
へ
要
求
し

て
い
く
た
め
に
も
、
ま
ず

は
、
職
場
で
の
要
求
を
お

願
い
し
た
い
。

安
藤
委
員
（
城
山
）

（
垣
内
委
員
の
答
弁
を
受

け
て
）

所
属
と
分
会
で
は
、
解

決
で
き
な
い
問
題
が
あ
る
。

組
合
と
し
て
大
き
な
問
題

と
し
て
取
り
上
げ
て
い
た

だ
き
た
い
。
そ
う
す
れ
ば
、

組
合
員
は
組
合
が
力
に
な
っ

て
く
れ
る
と
思
っ
て
く
れ

る
の
で
は
な
い
か
。

（
答
弁
）

す
べ
て
の
分
会
に
関
わ

る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
本

部
の
執
行
委
員
会
で
議
論

を
し
た
い
。
問
題
が
あ
れ

ば
積
極
的
に
出
し
て
欲
し

い
。

太
田
委
員
（
城
山
）

新
聞
に
よ
る
と
大
村
知

事
が
、
勤
務
時
間
を
１
時

間
早
く
し
て
朝
型
勤
務
を

実
施
す
る
と
い
う
話
が
あ
っ

た
が
、
病
院
で
は
ど
う
な

の
か
。

（
答
弁
）

現
在
、
病
院
事
業
庁
は

人
事
課
よ
り
朝
型
勤
務
の

実
施
を
要
請
さ
れ
て
い
る
。

変
則
勤
務
職
場
は
対
象
外

で
あ
る
た
め
、
本
庁
と
各

病
院
の
事
務
が
該
当
す
る

と
思
わ
れ
る
。

病
院
事
業
庁
は
、
進
め

る
方
向
で
検
討
中
と
の
こ

と
。

第
５
分
科
会
で
は
「
医

療
施
設
と
在
宅
を
つ
な
ぐ

ケ
ア
」
を
テ
ー
マ
に
意
見

交
換
を
行
っ
た
。
意
見
交

換
を
通
し
て
、
在
宅
医
療
・

介
護
の
現
状
は
深
刻
化
し

て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

現
在
、
在
宅
医
療
は
退

院
調
整
機
能
や
医
療
機
関

の
連
携
が
強
化
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
少
子
高
齢

化
や
地
方
の
過
疎
化
に
伴

い
、
在
宅
療
養
を
援
助
す

る
家
族
や
医
療
者
・
介
護

者
が
不
足
し
、
療
養
環
境

が
整
い
に
く
く
な
っ
て
お

り
、
現
状
と
制
度
に
ズ
レ

が
生
じ
て
い
る
。
ま
た
、

深
刻
さ
の
程
度
は
地
域
に

よ
っ
て
も
ば
ら
つ
き
が
生

じ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。

こ
れ
ら
の
現
状
を
改
善

す
る
に
は
、
私
た
ち
一
人

一
人
が
在
宅
医
療
・
介
護

の
現
状
を
把
握
し
、
問
題

提
起
す
る
よ
う
努
め
、
制

度
変
更
さ
れ
る
よ
う
働
き

か
け
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
感
じ
た
。

石
田

と
も
子

（
小
児
セ
ン
タ
ー
）

2015年７月１日 愛知県病院事業庁職員組合ニュース №88 (2)

日時 ８月２日（日）
10時～10時45分：瀬戸焼のお話
11時～12時30分：手びねり陶芸体験

場所 豊橋市民ｾﾝﾀｰ（ｶﾘｵﾝﾋﾞﾙ）多目的ホール
定員 90人（定員を超えた場合は抽選）
申込締切 7月10日（金）17時
※詳細は職場に配布しましたチラシを参照してください。

日時 第1回８月26日(水）「やすらぎ説法」
第2回８月28日(金）「ｽﾄﾚｽのない話し方」
14時～17時
第2部（共通）「癒やしのｷｬﾝﾄﾞﾙづくり」体験

場所 名古屋都市センター 第１・２会議室
定員 各回５０人 申込締切 7月31日（金）
※詳細は職場に配布しましたチラシを参照してください。


